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7⽉〜9⽉にかけての計8⽇間、今年も、地銀協
主催「経営企画研究講座」で講師を務めました。
各⾏企画部門等の中堅層を対象とした研修です。
この講座のなかで、私は受講生に「言語化」す

ることを意識してもらいました。
定義が曖昧な“一般用語”レベルで、それらしく

浸透している言葉は、多くあります。「地域社会
への貢献」「総合サービス業」「お客様本位」
「コンサルティング」etc… どれも、否定する余
地のない言葉です。しかし、このレベル感のまま
だと、何をすべきか・何をすべきでないか・何の
ことを指しているのか、どこに意義を⾒出せるの
か、について同じ目線とはならず、共通の理解は
得られません。これは推進⼒の⽋如に直結します。
だからこそ、“一般用語”レベルで満足して思考

を停⽌させず、もう一歩踏み込み、⾃⾏庫ならで
はの意思が明確になるまで「言語化」してみるこ
とが大事です。曖昧なまま誤魔化すことができな
くなり、思考の整理にもつながります。

少し補足すると、「言語化」＝具体化とは限り
ません。抽象的な概念を言葉にすることも、大事
な「言語化」です。これに関連して、ネット媒体
PRESIDENT Onlineに、キリンで「一番搾り」
「淡麗」等多くのヒット商品を開発した、前⽥・
前社⻑についての興味深い記事*がありました。
あるとき部下（A⽒）が、管理職の登用⾯接を

髙橋昌裕からのYELL
地域⾦融機関への エール
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「言語化」 受けたところ、⾯接官の一人に上司である前⽥⽒
がいました。別の⾯接官から仕事内容を尋ねられ
たA⽒が、具体的な商品開発の内容を答えたら、
試験後に前⽥⽒に「あきれた」と一蹴され、「お
前には抽象的な概念が⽋けている」と言われたそ
うです。この指摘をうけA⽒は「私は、健康とい
う価値を酒類に取りこむ仕事をしています。開発
した発泡酒〇〇は、⽇本で初めてヒットした健康
系の酒であり、いまは健康という概念を市場に定
着させようと取り組んでいます」と話すべきだっ
たと気付いたそうです（詳しくは記事参照）。

抽象的な概念の「言語化」です。たとえば、⾃
⾏庫の「地域社会への貢献」を、こうしたレベル
感で「言語化」できると、より意義が明確になり、
⾏職員の意欲も増すのではないでしょうか。

推進⼒を⾼める観点からすると、組織内で「共
通言語化」することも大事です。⾃分だけが分
かっていても、それを組織の検討・実践の⼒とし
て活かすには不⼗分だからです。

「共通言語化」の材料は、組織外にもあります。
最も⼿軽なのは本です。地域⾦融機関の役員の⽅
とお会いすると、特定の本についてよく話題にな
ります。その本を、組織内の皆んなで読めば、そ
れが「共通言語」となり、同じ土台のもとで検討
を進められるでしょう。しかし、組織の皆んなで
読むことまではあまり⾏われていないようで、勿
体なく思います。そこで、今回、次のような企画
を⽴ち上げ、機会を提供することにしました。

期間限定企画のご案内〜本を読んで共通言語化〜

「共通言語化」

*出所︓https://president.jp/articles/-/60931?page=3

言語化＝具体化とは限らない



弊社ホームページでは、Vol.1からすべてのニュース
レターの閲覧・PDF版のダウンロードができます。
（https://braveyell.co.jp/news_letter）
また、不定期発⾏のため「更新のお知らせ」をメール
でお受け取りいただくことも可能です。ぜひ、ホーム
ページよりご登録ください。

弊社HPでもご覧いただけます

【発⾏・⽂責】

BRAVEYELL株式会社（ブレイブエール）

代表取締役 髙橋 昌裕

業務内容︓
・経営コンサルティング
・エグゼクティブ・パートナー
・研修、ワークショップ、講演
著書︓
・「ザ・地銀」
・「実践︕『現場営業⼒』強化セミナー」
・「ゴールベース法人取引」

⑤対象とする本︓主催者が選定
組織で「共通言語化」したい、他の人の感想も聞
いて「気付きを発展」させたい、本からの学びを
「⾏動」につなげたいという観点で、主催者が選
定してください。ビジネス本・⾃己啓発本・歴史
本・小説・マンガなど、ジャンルは問いません。
⑥費⽤︓2万円
この企画で弊社が儲けたいわけではないので、対
象先数を絞って無償でやることもできます。しか
し、有償と無償とでは参加者の本気度がまったく
違うことが多いので、あえて有償で実施します。
⑦申込期間︓2022年10月末日まで
10⽉末まで申込みを受付けます。前向きな思い
に応えたいため、基本的に申込みがあった全先で
実施します。ただし、申込みが多かった場合には、
余⼒の関係で実施が少し先になる可能性があるこ
とは、ご了解ください。なお、申込みの段階では、
対象とする本が決まっていなくても構いません。
⑧申込・問合せ︓メールにて
ご連絡は、以下までお願いします。

takahashi@braveyell.co.jp

多くの⽅との意⾒交換を楽しみにしています。
以上、髙橋昌裕からのYELLでした。

住 所︓〒104-0061 東京都中央区銀座6-6-1
銀座風⽉堂ビル5階

メール︓ takahashi@braveyell.co.jp
電 話︓ 03（6271）9147

期間限定企画のご案内
①狙い︓本を読んで組織内で共通⾔語化をはかり、
施策への落し込みを検討する
同じ組織に属する人が、同じ本を読み、検討・会
話の「共通言語化」をはかります。各人の感想を
共有して「気付きを発展」させたのち、本からの
学びの活かし⽅を具体的に考え、「⾏動」につな
げることを狙います。このプロセスに、私がファ
シリテーターとして参加します。
②流れ︓２回のオンラインセッション
・読書対象とする本を決定
・＜参加者全員が本を読む＞
・【１回目】本を読んでの感想・気付きを共有
・＜参加者全員が学びの活かし⽅を考える＞
・【２回目】施策への落し込みを意⾒交換
③対象者︓部・店などの組織単位
地域⾦融機関および関連会社が対象です。本から
の学びを施策につなげることを目的とするため、
部・店などの組織単位で実施します。人数は意⾒
交換に重点を置くことから4人〜8人程度が理想
的です（組織の全員が参加する必要はありませ
ん）。なお、過去に実施した期間限定「One 
Coinセミナー」では、若⼿層のみを対象としま
したが、今回の企画では年齢制限は設けません。
④開催日︓予定があえば平日・休日いずれも可
オンラインセッションは、1.5時間〜2時間 / 回
程度を想定し、平⽇の昼間・夜間、土⽇祝⽇、い
ずれも予定があえば開催します。開催タイミング
は、本を読む準備期間も踏まえ、主催者と相談し
て決めます。


